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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

７年３月期第３四半期 26,042 4.6 2,944 44.5 3,728 32.6 14,410 599.0

６年３月期第３四半期 24,893 0.7 2,038 △7.5 2,812 1.7 2,061 △0.4

（注）包括利益 ７年３月期第３四半期 16,123百万円（197.5％） ６年３月期第３四半期 5,419百万円（77.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

７年３月期第３四半期 355.92 －

６年３月期第３四半期 51.47 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

７年３月期第３四半期 116,881 77,562 57.2

６年３月期 76,310 51,395 67.4

（参考）自己資本 ７年３月期第３四半期 66,884百万円 ６年３月期 51,395百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
６年３月期 － － － 16.00 16.00

７年３月期 － － －

７年３月期（予想） 24.00 24.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,000 5.0 3,500 10.1 4,100 7.4 14,500 421.2 358.10

１．令和７年３月期第３四半期の連結業績（令和６年４月１日～令和６年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．令和７年３月期の連結業績予想（令和６年４月１日～令和７年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） ７年３月期３Ｑ 40,763,046株 ６年３月期 40,763,046株

②  期末自己株式数 ７年３月期３Ｑ 266,139株 ６年３月期 411,828株

③  期中平均株式数（四半期累計） ７年３月期３Ｑ 40,488,464株 ６年３月期３Ｑ 40,056,546株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規　3社　（社名）　株式会社巴技研、株式会社泉興産、令和建設株式会社

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更に関する注記）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費の一部に足踏みが残るものの、設備投資に持ち直し

の動きが見られ、緩やかに回復しております。先行きにつきましては、雇用・所得環境が改善する下で、緩やかな

回復が続くことが期待されますが、アメリカの今後の政策動向、欧米における高い金利水準の継続や、中国におけ

る不動産市場の停滞など、わが国の経済に与える影響に十分注意する必要があります。

当業界においては、民間設備投資は持ち直しの動きが見られ、公共投資については底堅く推移しております。し

かしながら、資材価格の高止まり、労働力不足が続いていることから、収益の確保について、今後も注視が必要な

状況となっております。

第２四半期連結会計期間において、当社の持分法適用関連会社であった株式会社巴技研の株式を追加取得し連結

子会社化したことに伴い、同社を連結の範囲に含め、報告セグメントの「鉄構建設事業」に追加しております。な

お、株式会社巴技研を連結の範囲に含めたことにより、当社の持分法適用関連会社であった株式会社泉興産も連結

の範囲に含め、報告セグメントの「不動産事業」に追加しております。

また、第２四半期連結会計期間に、令和建設株式会社の全株式を取得したことに伴い、同社を連結の範囲に含

め、報告セグメントの「鉄構建設事業」に追加しております。なお、みなし取得日を第２四半期連結会計期間末と

しているため、第２四半期連結会計期間においては貸借対照表のみを連結し、当第３四半期連結累計期間より損益

計算書を連結しております。

当該連結の範囲の変更は、当第３四半期連結累計期間の属する連結会計年度の連結財務諸表に重要な影響を与え

ることが確実であると認められ、主に連結貸借対照表の資産合計の増加、連結損益計算書の特別利益の増加になり

ます。

このような状況の中、当第３四半期連結累計期間の受注高は22,784百万円（前年同四半期は18,459百万円）、売

上高は26,042百万円(同24,893百万円)となり、利益につきましては、営業利益は2,944百万円(同2,038百万円)、経

常利益は3,728百万円(同2,812百万円)、親会社株主に帰属する四半期純利益は14,410百万円(同2,061百万円）とな

りました。

これをセグメント別で見ますと、売上高につきましては、鉄構建設事業は23,656百万円(同23,226百万円)、不動

産事業は2,386百万円(同1,666百万円)となり、営業利益につきましては、鉄構建設事業は2,041百万円(同1,162百

万円）、不動産事業は903百万円(同875百万円)となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

資産合計は、前連結会計年度末に比べ、連結の範囲の変更による連結子会社の資産の時価評価を実施し、「建

物」及び「土地」等が増加したことにより116,881百万円（前連結会計年度末は76,310百万円）となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ、「長期借入金」の実行、及び連結の範囲の変更による連結子会社の資産

の時価評価を実施したことに伴う「繰延税金負債」の増加等により39,318百万円（同24,914百万円）となりまし

た。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ、連結の範囲の変更による「段階取得に係る差益」及び「負ののれん発

生益」の計上による「利益剰余金」の増加及び「非支配株主持分」が増加したこと等により77,562百万円（同

51,395百万円）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

令和７年３月期通期の連結業績予想につきましては、令和６年11月14日に公表いたしました内容を修正しており

ます。

なお、当該予想に関する詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さ

い。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和６年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和６年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,800,212 9,517,653

受取手形・完成工事未収入金等及び契約資産 16,380,541 17,127,213

未成工事支出金 685,992 1,225,660

材料貯蔵品 137,740 156,338

その他 396,415 386,840

貸倒引当金 △33,278 △35,698

流動資産合計 27,367,624 28,378,009

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 8,729,745 30,451,786

土地 7,224,046 17,541,526

その他（純額） 2,062,303 2,537,436

有形固定資産合計 18,016,096 50,530,750

無形固定資産

のれん － 1,071,742

その他 171,820 127,327

無形固定資産合計 171,820 1,199,069

投資その他の資産

投資有価証券 30,460,432 36,268,760

その他 294,141 504,433

貸倒引当金 △5 △3

投資その他の資産合計 30,754,568 36,773,190

固定資産合計 48,942,485 88,503,010

資産合計 76,310,110 116,881,019

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(令和６年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(令和６年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,784,222 3,010,297

短期借入金 6,000,000 6,240,000

１年内返済予定の長期借入金 1,473,500 1,586,453

未払法人税等 440,068 814,734

契約負債 1,456,108 1,280,149

引当金 555,186 339,197

その他 701,533 892,035

流動負債合計 13,410,618 14,162,867

固定負債

長期借入金 3,751,000 6,043,611

繰延税金負債 5,851,552 16,607,456

引当金 13,593 111,215

退職給付に係る負債 397,124 515,156

その他 1,491,071 1,878,646

固定負債合計 11,504,341 25,156,086

負債合計 24,914,959 39,318,954

純資産の部

株主資本

資本金 3,000,012 3,000,012

資本剰余金 1,857,961 1,903,126

利益剰余金 34,604,438 48,367,316

自己株式 △155,093 △110,394

株主資本合計 39,307,318 53,160,061

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,014,472 13,667,352

退職給付に係る調整累計額 73,359 57,112

その他の包括利益累計額合計 12,087,832 13,724,464

非支配株主持分 － 10,677,539

純資産合計 51,395,150 77,562,065

負債純資産合計 76,310,110 116,881,019
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　令和５年４月１日

　至　令和５年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　令和６年４月１日
　至　令和６年12月31日)

売上高

完成工事高 23,226,683 23,656,354

不動産事業売上高 1,666,920 2,386,208

売上高合計 24,893,604 26,042,563

売上原価

完成工事原価 20,374,422 19,838,777

不動産事業売上原価 717,088 1,321,611

売上原価合計 21,091,510 21,160,389

売上総利益

完成工事総利益 2,852,261 3,817,576

不動産事業総利益 949,832 1,064,597

売上総利益合計 3,802,093 4,882,173

販売費及び一般管理費 1,763,975 1,937,608

営業利益 2,038,118 2,944,565

営業外収益

受取利息 358 1,401

受取配当金 685,976 841,615

その他 128,308 43,503

営業外収益合計 814,643 886,520

営業外費用

支払利息 39,831 99,608

その他 132 3,028

営業外費用合計 39,964 102,637

経常利益 2,812,797 3,728,447

特別利益

投資有価証券売却益 － 773,690

段階取得に係る差益 － 6,074,263

負ののれん発生益 － 5,247,009

特別利益合計 － 12,094,964

特別損失

固定資産除却損 13,726 31,897

特別損失合計 13,726 31,897

税金等調整前四半期純利益 2,799,070 15,791,515

法人税、住民税及び事業税 744,694 1,460,308

法人税等調整額 △7,360 △103,927

法人税等合計 737,334 1,356,380

四半期純利益 2,061,736 14,435,134

非支配株主に帰属する四半期純利益 － 24,302

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,061,736 14,410,831

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 5 -

㈱巴コーポレーション（1921）令和７年３月期 第３四半期決算短信　　　　　



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　令和５年４月１日

　至　令和５年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　令和６年４月１日
　至　令和６年12月31日)

四半期純利益 2,061,736 14,435,134

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,350,976 1,694,334

退職給付に係る調整額 △7,926 △16,247

持分法適用会社に対する持分相当額 14,727 9,849

その他の包括利益合計 3,357,777 1,687,936

四半期包括利益 5,419,513 16,123,070

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 5,419,513 16,089,666

非支配株主に係る四半期包括利益 － 33,403

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　令和４年10月28日。以下「令和４年

改正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。法人税等の計上区分（その

他の包括利益に対する課税）に関する改正については、令和４年改正会計基準第20－３項ただし書きに定める経過

的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　令和４年10月28日。以

下「令和４年改正適用指針」という。）第65－２項(２)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。な

お、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。また、連結会社間における子会社株式

等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表における取扱いの見直しに関連する改正に

ついては、令和４年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。当該会計方針の変更

は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表

となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結

財務諸表への影響はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）

鉄構建設事業 不動産事業 計

売上高

官公庁への売上高 10,807,079 － 10,807,079 － 10,807,079

民間への売上高 12,419,603 － 12,419,603 － 12,419,603

顧客との契約から生じる収益 23,226,683 － 23,226,683 － 23,226,683

その他の収益 － 1,666,920 1,666,920 － 1,666,920

(1)外部顧客への売上高 23,226,683 1,666,920 24,893,604 － 24,893,604

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 23,226,683 1,666,920 24,893,604 － 24,893,604

セグメント利益 1,162,613 875,504 2,038,118 － 2,038,118

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　令和５年４月１日　至　令和５年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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（単位：千円）

報告セグメント
調整額

（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

鉄構建設事業 不動産事業 計

売上高

官公庁への売上高 13,004,800 － 13,004,800 － 13,004,800

民間への売上高 10,651,553 71,514 10,723,068 － 10,723,068

顧客との契約から生じる収益 23,656,354 71,514 23,727,869 － 23,727,869

その他の収益 － 2,314,693 2,314,693 － 2,314,693

(1)外部顧客への売上高 23,656,354 2,386,208 26,042,563 － 26,042,563

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高
8,217 92,376 100,593 △100,593 －

計 23,664,571 2,478,585 26,143,156 △100,593 26,042,563

セグメント利益 2,041,398 903,166 2,944,565 － 2,944,565

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　令和６年４月１日　至　令和６年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．調整額は以下のとおりであります。

（１）セグメント間の内部売上高又は振替高の調整額△100,593千円は、セグメント間の内部取引に係る消去額で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

第２四半期連結会計期間において、当社の持分法適用関連会社であった株式会社巴技研の株式を追加取得

し連結子会社化したことに伴い、同社を連結の範囲に含め、報告セグメントの「鉄構建設事業」に追加して

おります。なお、株式会社巴技研を連結の範囲に含めたことにより、当社の持分法適用関連会社であった株

式会社泉興産も連結の範囲に含め、報告セグメントの「不動産事業」に追加しております。

また、第２四半期連結会計期間に、令和建設株式会社の全株式を取得したことに伴い、同社を連結の範囲

に含め、報告セグメントの「鉄構建設事業」に追加しております。

これにより、前連結会計年度の末日に比べ、当第３四半期連結会計期間末の報告セグメントの資産の金額

は、「鉄構建設事業」において3,968,834千円、「不動産事業」において30,926,760千円増加しておりま

す。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

第２四半期連結会計期間において、令和建設株式会社の全株式を取得したことに伴い、同社を連結の範囲

に含めております。当該事象により、「鉄構建設事業」において、のれんが1,111,436千円増加しておりま

す。

なお、のれんの金額は、当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していないため、暫

定的に算定された金額であります。

（重要な負ののれん発生益）

第２四半期連結会計期間において、当社の持分法適用関連会社であった株式会社巴技研の株式を追加取得

し連結子会社化したことに伴い、同社を連結の範囲に含めております。当該事象により、「鉄構建設事業」

において、負ののれん発生益の計上額は5,247,009千円であります。

なお、負ののれん発生益の金額は、当第３四半期連結会計期間末において取得原価の配分が完了していな

いため、暫定的に算定された金額であります。また、負ののれん発生益は特別利益のため、上記セグメント

利益には含まれておりません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

連結範囲の変更により、当第３四半期連結累計期間において利益剰余金が11,321,273千円増加し、当第３四半期

連結会計期間末において利益剰余金が48,367,316千円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  令和５年４月１日

至  令和５年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  令和６年４月１日

至  令和６年12月31日）

減価償却費 598,735千円 842,879千円

のれんの償却額 － 39,694

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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①　受注実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　令和５年４月１日
至　令和５年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　令和６年４月１日
至　令和６年12月31日)

前　年
同期比

（参考）前連結会計年度
(自　令和５年４月１日
至　令和６年３月31日)

鉄構建設事業 18,459 － 22,784 － 123％ 28,957 －

②　売上実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　令和５年４月１日
至　令和５年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　令和６年４月１日
至　令和６年12月31日)

前　年
同期比

（参考）前連結会計年度
(自　令和５年４月１日
至　令和６年３月31日)

鉄構建設事業 23,226 93％ 23,656 91％ 102％ 31,082 93％

不動産事業 1,666 7 2,386 9 143 2,260 7

合計 24,893 100 26,042 100 105 33,342 100

③　受注残高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

項目
前第３四半期
連結会計期間末

（令和５年12月31日）

当第３四半期
連結会計期間末

（令和６年12月31日）

前　年
同期比

（参考）前連結会計年度末
（令和６年３月31日）

鉄構建設事業 29,486 － 32,008 － 109％ 32,129 －

３．補足情報

第２四半期連結会計期間において、当社の持分法適用関連会社であった株式会社巴技研の株式を追加取得し連結子会

社化したことに伴い、同社を連結の範囲に含め、報告セグメントの「鉄構建設事業」に追加しております。なお、株式

会社巴技研を連結の範囲に含めたことにより、当社の持分法適用関連会社であった株式会社泉興産も連結の範囲に含

め、報告セグメントの「不動産事業」に追加しております。

また、第２四半期連結会計期間に、令和建設株式会社の全株式を取得したことに伴い、同社を連結の範囲に含め、報

告セグメントの「鉄構建設事業」に追加しております。なお、みなし取得日を第２四半期連結会計期間末としているた

め、第２四半期連結会計期間においては貸借対照表のみを連結し、当第３四半期連結累計期間より損益計算書を連結し

ております。

（１）受注・売上・受注残の状況〔連結〕

※不動産事業については、受注概念になじまないため、記載しておりません。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

令和７年２月13日

株式会社巴コーポレーション

取締役会　御中

仰星監査法人

東京事務所

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 増田　和年

指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士 道浦　功朗

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社巴コーポレーションの令和６年４月１日から

令和７年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（令和６年10月１日から令和６年12月31日まで）及び第

３四半期連結累計期間（令和６年４月１日から令和６年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連

結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所及び証券会員制

法人札幌証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されてい

る。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、ま

た、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判

断している。

その他の事項

会社の令和６年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して令和６年２月13日付けで無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して令和６年６月27日付けで無限定適正意見を表明している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所及び証券会員制法人札幌証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第

１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の

作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。

これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部

統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所及び証券会員制法人札幌証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務

諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必

要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所及び証券

会員制法人札幌証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用

されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の

前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意

を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸

表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日まで

に入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所及び証券会員制法人札幌証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項並びに我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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